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ま え が き 

児童生徒等が、自分の思いや考えを育みながら生き生きと学び続け、自己実現

を図っていくためには、学びの場である学校が、安全で安心な環境でなければなりま

せん。そして、このような環境の中で、「自他の生命尊重」の理念を基盤に、自ら安全

に行動するとともに、周りの人や地域社会の安全に貢献できる資質・能力が培われる

ことは、学校、保護者、地域の人々の共通の願いであります。 

本県においては、２０１１年３月に「あいちの学校安全マニュアル」を作成し、学校等

における安全教育・安全管理の充実を図ってまいりました。また、学校における防災

教育をより効果的・実践的なものにするために、２０１７年１１月に「あいちの防災教育

マニュアル」を作成しました。 

東日本大震災から１０年が経過し、各学校における防災の取組が進められる一方

で、震災の記憶が風化し、取組の形骸化を危惧する声も聞かれます。また、今後発

生が想定されている南海トラフ地震や全国各地で発生している豪雨等による災害へ

の備えを進めていかなければなりません。加えて、学校での生活事故や登下校中に

事件・事故に巻き込まれる事案は後を絶たず、スマートフォンやＳＮＳの普及に伴う、情

報ネットワークの活用による犯罪被害や学校への犯罪予告・テロへの対応など、新

たな危機事象への対応も求められています。 

このような状況を踏まえ、安全に関する指導を教科横断的な視点で教育活動全

体を通じて行うことを求めた学習指導要領の改訂、今後の学校安全の推進の方向

性を示した「第２次学校安全の推進に関する計画」の策定に伴い、「あいちの学校安

全マニュアル」を改訂することにしました。 

本マニュアルが各学校において積極的に活用され、安全教育の充実と適切な安

全管理に役立てられることを願っております。 

２０２１年３月       

愛知県教育委員会教育長 

長谷川 洋 
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